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ス キ ー オ リ エ ン テ ー リ ン グ

JWOC＆WMOC２００１ 

日本代表選手 決定  

   （社）JOA SKI-O 委員長 武石雄市 

 

 2 月 11 日から 18 日まで、イタリア

北部トレンティノ・フォルガリアで開

催される「２００１年スキーオリエン

テーリングジュニア世界選手権並び

にマスターズ世界選手権大会」に参加

する日本代表選手が決定しました。 
 特筆すべきは、両選手権とも日本は

初参加であることだろう。 

 選手の募集・指定に当たっては早く

から本誌をはじめ各会場でチラシの

配布、インカレ・ショートのプログラ

ム広告を出して周知徹底を計った積

もりでしたが思うように応募があり

ませんでした。 
 この間、手をこまねいていることな

く、国体・インターハイで活躍したク

ロカンスキーヤー数名に直接折衝し

たり、コーチ等に推薦を依頼したが、

いずれも成熟にいたらなかった。  
 そのいずれの理由も、共通している

ことはオリエンテーリングの認知度

が低いため、世界大会より国内大会を

目指すことの逆性的な重要性が理由

であった。  

 中には、本人と両親が承諾している

のに、高校時代のクラブ顧問から国体

やインカレを重視するがため反対さ

れ、エントリー土壇場でひっくり返さ

れたケースもあり、本人や推薦者は泣

く泣く、担当者としてバックアップが

出来ない不甲斐ない残念な思いをし

ました。 

 ともあれ、SKI-O JWOC は１９

９４年から毎年開催され、WMOC も

又１９９７年ロシア・サンクトペテル

ブルクで開催されてから毎年開催さ

れている。 
 この間、日本人が参加したことを聞

いていないので、この７名の選手団は

両選手権大会ともに２１世紀の幕開

けを記念した名誉ある初参加となり              

ます。 

選手紹介 
 以下、簡単に選手紹介します。 
各所属クラブ、OB、協会等の激励を

賜れば幸いです。 
選手団一同に対しては、日本 SKI-O
研究会が窓口となります。 

堀江守弘 

 

 

 

  写真 １ 
 

 

 

所属：東北大学（山形県出身） 

クラス：J W O C （１９歳） 

 中学生以来、スキーから離れている

が、早く感を取り戻しベストで望みま

す。 

植野由香 

 

 
 
 
  写真 ２ 

 
 
 
所属：北海道教育大（長野県出身）ク

ラス：W O（２０歳、兼コーチ）  

 来年のブルガリア WOC を目指し

世界のレベルを確認してきます。 

 

滝本正一郎 

 
 

 
 
 写真 ３ 
 

 
 
所属：富士通 F / I / P （千葉県出身） 

クラス：H ３５（３９歳） 

 登山からスキーO に転じて３年、厳

しいクラスですが、頑張ります。 

三澤儀男 

 
 

 
 
 写真 ４ 
 

 
 
所属：日立工機 OLK （茨城県出身）

クラス：H 5 0 (５２歳)  

 憧れのマスターズに思い切って参

加してきます。来年以降参加する選手

の増加することを希望します。 

 

高原 進 

 
 

 
 
 写真 ５ 
 

 
 
所属：藤野町（神奈川県出身） 

クラス：H 5 5 (５９歳)  

 国内の SKI-O 大会には、時間の許

す限り参加してきました。いよいよ世

界を見てきます。 

 

弘中 進 

 
 

 
 
 写真 ６ 
 

 
 
所属：岩国 O L C（山口県出身） 

クラス：H 6 0 (６１歳)  

 念願のマスターズに参加できるこ

とになり、夢のようで感激しています。 

 同じクラスに武石さんが居ります

が体調を整え、持てる力を存分発揮し

てまいります。 
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武石雄市 

 
 

 
 
 写真 ７ 
 

 
 
所属：SKI-O 研究会（山形県出身）

クラス：H 6 0 (６４歳、選手団団長)  

 もっと多くの方々に参加していた

だきたかったが、初参加でもあり、レ

ースは思い切って走り回り、自分のレ

ベルを試してきます。 

運営面では全ての面を貪欲に吸収し、

日本の SKI-O 普及になる点を勉強し

てきます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 今回の参加に当たってイタリアに

ブリテン送付を要求しても返事がな

く、ｈｔｔｐのイタリア語を山田一善

さん村越久子さんの協力の元処理し

ました。 
 お国柄かエントリー締切りも、当初

の予定を３回も延長し年末ギリギリ

のエントリー、費用の振込みも当初の

ユーロから突然イタリアリラに変更

になったり、かなり振り回されました。  

 現地では、選手が実力を発揮できる

ような環境と体調の調整に腐心した

いと思います。 
 競技日程も変更されています。 

２月１１日（日）到着 
  １２日（月）トレーニング 
  １３日（火）開会式行事 
  １４日〈水〉ショート 

  １５日（木）リレー 
  １６日（金）トレーニング 
  １７日（土）ロングディスタンス 
        閉会式、バンケット 

  １８日（日）出発  
 現地日本チームへの連絡は、 
e-mail:skio2001@tecnoth.it 
fax:+39 0464 720250 

SKI-OJWOC&WMOC2001 
JAPAN 

皆様のご声援をお願いします。 

SK I-O  合宿参加報告 

（蔵王ライザ・クロカンコース）  

 
 12 月 22 日から 25 日まで毎年恒例

のスキーオリエンテーリング愛好者

の合宿を行った。 

 年末の多忙な時期でもあり、クリス

マス前後で参加者には日程のやりく

りが難しいにもかかわらず、その数は

年々増加している不思議がある。 

 
 
 
 

 
   写真 ８ 
 
 

 
 
 
    写真は合宿参加者一同 

 会場＆宿泊所も、最初はセントラル

ロッジでしたが、一昨年と昨年はウッ

デーロッジ、そして今年は年々ハード

になるトレーニングメニューに対応

できるようにパークロッジになった。 
 ライザワールドは、海抜１０００ｍ

以上で基礎練習の出来る広いグリー

ングラウンドがあり、高低差約９０ｍ

で幅員６ｍ、距離３ｋｍの常設コース

が積雪があるたびに圧雪されていて

あらゆるトレーニングに対応できる。   
 地図も OCAD 作図の「霧氷の林」

が健在でパソコンとプリンターを持

ちこむと直ぐにも SKI-O 大会が開催

できる、国内有数の SKI-O 適地であ

る。  

 昨年は、自衛隊式にトレーニングメ

ニューを武石が作成したが、今年は４

日間参加者を対象に柴田君が作成し

た。 

 しかし、２３日（土）の天候が午後

もこの季節には珍しく快晴で、急遽蔵

王名物『お釜』にツアーリングした。  
 第３リフト終点から晴天によりク

ラストされたエコーラインを快適に

スケーティングで登り、参加者の半数

７名が今年も冬のお釜を見ることが

出来た。 
 帰路も回向ラインを忠実に下った

が、クラストされてスキーのコントロ

ールができず、昨年フィンランド・ヴ

ォカッティ WC で内山氏がスキーを

折損した魔のコースを思い起させた。 
 夕食後のミーテングで聞いたら、最

後まで転倒しなかった者は僅か三澤

と武石の２名のみであった。 
SKI-O のレースでは転倒すると莫大

な時間のロスになる。登りや平地の技 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

術も当然大事だが、クロカン用スキー

で滑降技術の習得も極めて大切なト

レーニングです。 
 この日午後の走行距離は少ない者

で１５km、まともにエコーラインを 
お釜まで往復した者は２０km 超の

走行距離となる。 
 

 
 
 
 

 
 写真 ９ 
 
 

 
 
 
写真は 紅一点の大里真理子（京葉） 

 
 スキーの滑走性を増加させタイム

短縮のためにワクシング技術がある。 
 気温・雪温、湿度、雪質、スキート

ラックの状況判断で、メーカー毎に数

十種類あるワックスの中から選定し
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て塗布しなければならない。 
 現在のワクシングはすべからくア

イロンを使用して腕が疲れるほどブ

ラッシングして仕上げなければなら

ないが、それを忠実に実践している者

がいた。 
 山田一善氏のワクシングは、前夜に

塗布して夜中に乾燥させたスキーを、

翌朝は４時ごろからスクレーパーで

削り丹念にブラッシングしている。 
 彼と大会で同宿したらじっくり観

察をしてみてください。 

 主催者として毎年トータル的に感

じていることは、初級・中級者のレベ

ルが格段に上達したことです。 
 常連の中には、年末で多忙なんだが 

 
 
 
 

 
 
  写真 １０ 
 

 
 
 
 

 
 
 ワクシング中の山田一善氏（多摩） 
＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜ 

 
（社）日本オリエンテーリング協会 

 S K I－O 委員会 発足   

 （社）日本オリエンテーリング協会

では｢日本スキーオリエンテーリング

競技規則｣の制定・施行に伴い平成１

２年１１月２３日、スキーオリエンテ

ーリング専門委員会を発足させた。 
 SKI-O 委員会は、JOA の組織図上

総会、理事会、事業推進会議の下部組

織となるが、他の委員会と大きく異な

ることは JOA が関わるスキーオリエ

ンテーリングのほとんど全ての案件

を審議処理、議案作成することである。 
 とは言うものの、発足間もないし、

予想処理案件に対する委員数も十分

とは思えないが、このたび委嘱された

委員一同、会員と SKI-O 関係者のご 
この合宿に参加して初滑りしなけれ

ば落ち着いて正月を迎えられない者

もいるようだ。 

 降雪・積雪に左右され、準備の不安

で異の痛くなる思いをしながらも、こ

の時期の合宿は誰かがどこかで引き

継ぐまで続けなければならないだろ

う。 
２４日撮影したビデオによるクリニ

ックは残雪合宿か次年度に比較する

ため保存しておきます。 

 このシーズンしっかりトレーニン

グし、己の勇姿を自信を持って披瀝で

きるよう精進しましょう。 
 次回の参加をお待ちしています。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 
協力をいただき重責である SKI-O の

国内普及と定着・発展に寄与していく

意気込みです。ご支援ご鞭撻よろしく

お願いいたします。 
 お蔭様で、SKI-O 競技規則は平成

１２年１０月１日より施行されてお

りますが、会員及び関係者の皆様に配

布（領布）するため、冊子として JOA
事務局で鋭意印刷準備されているは

ずです。 
 次は、SKI-O 地図規定の制定です

が、IOF の ISOM を翻訳している担

当委員会と調整して国内規定を整備

していく所存です。 
 

 SKI-O 委員会の初代委員は次の

方々です。 

 
● SKI-O 委員会委員 
委員長 武石雄市 （山形県） 
委 員 鈴木 司 （JOA 専務理事）

委 員 橘 直隆 （筑波大学） 
委 員 元木 悟 （長野県） 
委 員 関  清 （新潟県） 
委 員 丸山哲史 （岐阜県） 

  （平成１２年１１月２３日現在） 
 
 国内外の SKI-O に関する提案・提

言、意見等は、SKI-O 委員会仮事務

所を当分の間、下記住所の委員長宅に

定めましたのでご承知下さい。 
〒999‐3721 
 山形県東根市大字東根乙 66‐10 

             武石方 
     Tel：0237‐43‐5137 
     Fax：0237‐43‐5106 
 

（社）JOA SKI-O 委員会は平成 12
年度、会員から申請のあった下記の行

事について後援と指定を承認いたし

ました。 

１ SKI-O 初心者講習会及び SKI 
  ナイト O＆ミディアム大会後援 
２ 第 9 回 J-Cup スキーオリエン  

  テーリング大会後援 

３ SKI-OJWOC&WMOC２００１ 
  参加選手・役員の指定 
 
以上、SKI-O に関する文責武石雄市 

 
 
 
 

 
 
 
 写真 １１ 川崎輝雄（OLP 兵庫） 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 写真 １２ 山本賀彦（OLP 兵庫） 


